
沼袋区画街路第4号線沿道地区まちづくり協議会
第２回 説明資料
～地区整備計画（建替えのルール）について～

１．地区計画の目標・方針（修正案）について
２．建物用途の制限について
３．区画街路第４号線沿道敷地における建替えモデルスタディについて
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中野区 都市政策推進室
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• 協議会では昨年度の勉強会において、特にご意見をいただいた内容を取り上げ、
詳細な内容について検討します。

• 第２回では、以下の①～③について説明したいと考えています。

※いずれの回も19：00～21：00に沼袋区民活動センター（洋室2・3号）で開催します。

• 本日の話題は４つあります。論点となる部分を赤字で示していますので、
この内容について議論したいと考えています。





• 勉強会でいただいたご意見を踏まえ、
A地区の土地利用の方針について、以
下の案で検討したいと考えています。

延焼遮断帯としての機能の強化

駅前商業と商店街の連続性の維持

中高層建築物の街並みの形成

にぎわいの軸
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• 勉強会でいただいたご意見を踏まえ、
B・C地区の土地利用の方針について、
以下の案で検討したいと考えています。

延焼遮断帯の機能の強化
商店街の連続性の維持
居住機能を主体とした商業・住居の複合
中高層建築物を中心とした街並みの形成
にぎわいの軸
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新しい駅の顔に相応しいにぎわい
中高層建築物が集積した街並みの形成
にぎわいの拠点
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• 第1回協議会において

というご意見を踏まえ、
D1地区の土地利用の方針は、以下の修
正案で検討したいと考えています。

• D2地区（沼袋駅前（交通広場及び鉄道

線南側）の近隣商業地区）は、「平和

の森公園周辺地区地区計画」の区域に

指定されています。

• 土地利用の方針について、以下の方針

が定められています。
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出典：地区計画によるまちづくり「平和の森公園周辺地区の地区計画（概要版）」／中野区



• E地区の土地利用の方針について、以
下の案で検討したいと考えています。

既存の商業・業務機能の維持

周辺の住宅地との調和
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• 勉強会でいただいたご意見を踏まえ、
F地区の土地利用の方針について、以
下の案で検討したいと考えています。

閑静で良好な居住環境の保全
災害に強く安心して住み続けられる
 ４号線につながる区画道路の整備
ゆとりのある低層住宅地の形成
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• 地区計画（全体）の土地利用の方針に
ついて、A～F地区における土地利用
の方針（案）を踏まえ、以下の案で検
討したいと考えています。

Ｄ1

Ｄ2
C

A

B

F

FF

F

E E

E

• 建築物等の整備の方針について、以下の案で検討したいと考えています。



• 昨年度の勉強会では、
というご意見がありま

した。また、 というご意見
もありました。

• ご意見を踏まえ、B地区・C地区で建物用途の制限に差異をつける・つけない
こと、以下の建物用途の制限（案）について、制限する・制限しないことにつ
いて議論したいと考えています。

○：建築可 ×：建築不可 －：用途地域の制限で建築不可

• 上記表のほかに、店舗、飲食店その他これらに類する用途に供する部分の床面積の合計が3,000㎡
を超えるものについても禁止することを考えています。



• 商店街の連続性を確保するため、区画街路第４号線に面する建物の１階部分を店
舗とし、１階部分の住宅用途を禁止することを検討しています。

• 建替えにおいて懸念される点や建替えモデルスタディを踏まえ、１階部分におけ
る住宅用途の禁止について、例外規定を設ける・設けないことを検討します。

※特例許可の基準については、別途、中野区が定めていきます。






